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最大崩落

正面図 横断図

石垣下端からの最大飛散距離

○築石の飛散距離について
※最大飛散距離は、最大飛散石材と石垣下端線との最短距離
※石垣高は最大値
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崩落石材飛散距離は、概ね石垣高さに対して0.5～1.5倍の範囲内
にあると考えられる。
ただし、上記の枠を超えて飛散しているものもあるため、必要
離隔距離の検討については慎重に行う必要がある。


